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十
一
、
明
代

一
、
明
初
の
経
学
と
性
理
学

・
〔

〕
（
太
祖
・
洪
武
帝
）
…
元
末
の
戦
乱
を
制
し
、
明
王
朝
を
創
始
。

1浙
東
地
方
に
住
む
学
者
の
招
聘
に
つ
と
め
る
。
こ
こ
は
南
宋
以
来
の
多
く
の
知
識
人
・
学
者
が
移
り
住
ん
だ
土
地
で
、

代
々
著
名
な
朱
子
学
者
を
輩
出
し
、
〔

〕
の
学
を
重
ん
じ
る
学
風
で
知
ら
れ
る
。

2

洪
武
帝
の
ブ
レ
ー
ン
…
宋
濂
・
劉
基

彼
ら
は
朱
子
学
者
だ
っ
た
が
、
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
ず
、
陸
九
淵
の
心
学
や
仏
・
老
な
ど
の
思
想
も
受
け
入
れ
る
。

洪
武
帝
は
、
儒
・
仏
・
道
の
三
教
を
容
認
す
る
姿
勢
を
と
り
、
朱
子
学
を
正
統
と
す
る
思
想
統
制
は
な
か
っ
た
。

科
挙
制
度
…
「
設
科
詔
」
（
一
三
七
〇
年
）
か
ら
「
科
挙
程
式
」
（
一
三
八
四
年
）
へ
。

「
四
書
」
の
尊
重
と
朱
子
学
の
注
釈
重
視
。

〔

〕
…
建
文
帝
を
補
佐
、
宋
濂
の
弟
子
。
仏
・
老
の
思
想
を
批
判
。

3

「
明
の
学
祖
」

朱
子
学
を
重
ん
じ
る
意
識
が
強
く
、
堅
く
節
を
守
る
剛
毅
な
人
柄
。

・
〔

〕

4靖
難
の
変
（
一
三
九
九
～
一
四
〇
二
）
に
て
皇
帝
位
を
簒
奪
。
多
数
の
忠
節
の
士
が
静
粛
。

皇
位
簒
奪
に
内
心
不
満
を
も
つ
知
識
人
を
懐
柔
し
、
自
己
の
権
威
を
高
め
治
世
の
隆
盛
を
天
下
に
示
す
。

→
〔

〕
の
編
纂
…
大
部
の
百
科
全
書
。

5

一
四
一
四
年
、
胡
広
ら
に
命
じ
、
〔

〕
を
編
纂
。

6

『
五
経
大
全
』
『
四
書
大
全
』
『
性
理
学
全
書
』

国
子
監
や
各
地
の
学
校
に
配
布
、
科
挙
の
国
定
教
科
書
。

こ
こ
に
集
め
ら
れ
た
経
学
説
や
性
理
学
説
は
朱
熹
の
学
説
と
そ
れ
を
敷
衍
し
た
後
学
の
解
釈
で
占
め
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
朱
子
学
の
〔

〕
は
完
結
。
→
官
学
化

7

・
純
粋
朱
子
学
の
時
代
…
曹
端
、
薜
瑄
、
呉
与
弼
。

そ
う
た
ん

せ
っ
せ
ん

ご

よ

ひ
つ

・
「
明
儒
」
の
時
代
の
到
来

〔

〕
…
明
代
の
学
術
史
〔

〕

8

9

〔

仁

〕
…
講
学
の
記
録
『
居

業

録
』
。
そ
の
学
統
は
「
余
干
学
派
」
と
呼
ば
れ
る
。

き
ょ
ぎ
ょ
う
ろ
く

10こ
の
ほ
か
、
陳
真
晟
、
周

蕙
、
丘

濬
（
『
大
学
衍
義
補
』
『
朱
子
学
的
』
『
家
礼
儀
節
』
）
な
ど
。

ち
ん
し
ん
せ
い

し
ゅ
う
け
い

き
ゅ
う
し
ゅ
ん

二
、
陽
明
学
の
成
立

・
〔

陳
献
章

〕
の
心
学

11

聖
人
と
な
る
工
夫
（
努
力
）
は
「
静
坐
」
に
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、

「
静
坐
の
中
か
ら
道
の
端
緒
を
養
っ
て
ゆ
く
」
と
い
う
修
養
法
を
確
立
。

学
問
と
は
、
宇
宙
（
空
間
・
時
間
）
の
本
・
万
化
（
万
物
の
変
化
）
の
源
で
あ
る
「
心
」
に
求
め
る
だ
け
。

→
〔

〕
の
学
問
の
主
張
。
明
代
心
学
の
新
た
な
方
向
性
を
切
り
開
く
。

12

著
作
は
『
白
沙
子
全
集
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

は
く
さ
し
ぜ
ん
し
ゅ
う

王
守
仁
の
心
学
と
の
関
連
―
「
心
即
理
」

張

元

禎
…
「
こ
の
心
こ
そ
が
天
理
で
あ
る
」

黄

潤

玉
…
「
格
物
」
の
「
格
」
を
「
正
」
と
解
釈
。

ち
ょ
う
げ
ん
て
い

こ
う
じ
ゅ
ん
ぎ
ょ
く

◎
〔

〕
（
王
陽
明
）
→
「
良
知
心
学
」
―
〔

〕

13

14

「
格
物
」
の
学
を
聞
き
、
「
格
物
」
を
実
践
す
る
が
う
ま
く
ゆ
か
ず
、
深
い
挫
折
感
を
味
わ
う
。
→
二
大
転
機

・
三
十
七
歳
の
時
、
宦
官
の
怒
り
に
触
れ
て
貴
州
竜
場
に
左
遷
、
こ
こ
で
大
悟
す
る
。

「
格
物
」
…
「
物
に
格
る
」
で
は
な
く
、
「
物
を
格
す
」
こ
と
で
あ
る
と
す
る
新
解
釈
に
到
達
。

も
の

い
た

こ
と

た
だ

「
心
」
こ
そ
が
「
理
」
で
あ
る
。
＝
〔

〕

15

◎
〔

〕
（
知
と
行
は
分
け
ら
れ
な
い
）
を
提
唱
。

←
→
朱
熹
「
知
先
行
後
」

16

十
年
後
、
『
古
本
大
学
』
を
出
版
、
「
大
学
古
本
序
」
を
執
筆
。
「
格
物
」
「
誠
意
」
「
新
民
」
の
独
自
の
解
釈
。

〔

〕
…
朱
熹
の
学
説
が
中
年
未
定
の
論
で
あ
り
、
晩
年
に
そ
れ
を
悔
い
改
め
た

17

こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
朱
熹
晩
年
の
書
簡
と
思
わ
れ
る
も
の
を
集
め
て
編
纂
。

〔

〕
…
王
守
仁
の
語
録
、
陽
明
学
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
し
て
知
ら
れ
る
。

18

・
五
十
歳
の
時
、
二
度
目
の
そ
し
て
最
も
重
要
な
思
想
的
転
機
。
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◎
〔

「

〕
を
提
唱
。

19

『
孟
子
』
の
「
良
知
」
を
『
大
学
』
の
「
致
知
」
の
「
知
」
に
相
当
さ
せ
た
表
現
。

「
良
知
」
と
は
あ
ら
ゆ
る
外
的
な
規
範
か
ら
完
全
に
自
由
な
人
間
本
来
の
「
知
行
」
を
表
現
す
る
主
体
で
あ
り
、

そ
れ
は
つ
ま
り
自
己
の
「
心
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
「
良
知
」
は
万
人
に
生
ま
れ
な
が
ら
備
わ

っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
学
問
と
は
ひ
た
す
ら
自
己
の
「
良
知
」
を
「
致
す
」
よ
う
つ
と
め
る
こ
と
に
つ
き
る
。

・
五
十
六
歳
の
時
、
〔

〕
が
行
わ
れ
る
。

20

高
弟
の
銭
徳
洪
と
王
畿
に
よ
る
、
「
四
句
教
」
を
め
ぐ
る
理
解
の
対
立
に
つ
い
て
、
両
説
の
調
停
を
図
る
。

せ
ん
と
く
こ
う

お

う

き

し
く
き
ょ
う

「
四
句
教
」
…
あ
ら
ゆ
る
既
成
の
理
か
ら
完
全
に
自
由
な
「
良
知
」
の
性
質
を
鮮
明
に
し
た
学
説
、

〔

〕
の
宗
旨
を
簡
明
に
表
現
し
た
標
語
。

21

そ
の
後
、
王
守
仁
は
生
き
て
も
ど
る
こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
問
題
は
王
門
の
思
想
的
命
題
と
し
て
残
さ

れ
、
明
末
の
思
想
界
に
重
大
な
論
争
を
巻
き
起
こ
す
こ
と
と
な
る
。

・
晩
年
…
「
六
経
は
わ
が
心
の
財
産
目
録
」（
経
書
の
相
対
化
）、「
致
良
知
」
説
を
基
盤
と
す
る
「
万
物
一
体
」
の
思
想
。

・
著
作
は
『
王
文
成
公
全
書
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
（
そ
の
最
初
の
三
巻
が
『
伝
習
録
』
）
。

お
う
ぶ
ん
せ
い
こ
う
ぜ
ん
し
ょ

三
、
陽
明
学
の
展
開

・
陽
明
学
へ
の
毀
誉
褒
貶

湛

若

水
…
王
守
仁
と
と
も
に
心
学
を
提
唱
し
た
盟
友
。

た
ん
じ
ゃ
く
す
い

黄
綰

…
王
守
仁
の
没
後
、
陽
明
学
が
偽
学
批
判
に
あ
っ
た
際
に
弁
護
。
晩
年
、
陽
明
学
は
禅
学
で
あ
る
と
批
判
。

こ
う
わ
ん

羅
欽
順
…
王
守
仁
の
学
問
を
厳
し
く
批
判
し
た
朱
子
学
者
。
著
作
に
『
困
知
記
』
。

ら
き
ん
じ
ゅ
ん

こ

ん

ち

き

蔡
清
・
林
希
元
ら
…
出
身
地
域
の
学
問
的
伝
統
か
ら
陽
明
学
を
忌
避
。

さ
い
せ
い

り
ん
き
げ
ん

王

廷

相
…
〔

〕
（
「
気
」
の
条
理
が
「
理
」
で
あ
る
）
を
徹
底
し
て
説
く
。

お
う
て
い
し
ょ
う

22朱
子
学
の
「
理
気
」
論
を
否
定
し
、
「
気
」
が
存
在
の
根
源
で
あ
る
と
主
張
。

・
王
門
の
分
派

〔

〕
…
王
守
仁
に
最
も
親
し
く
接
し
て
感
化
を
受
け
た
門
人
。
徐
愛
、
銭
徳
洪
、
王
畿
（
王
竜
渓
）
ら
。

じ
ょ
あ
い

23
〔

〕
…
陽
明
学
の
正
統
と
評
価
さ
れ
る
。
鄒
守
益
、
欧
陽
徳
、
聶

豹
、
羅
洪
先
ら
。

す
う
し
ゅ
え
き

お
う
よ
う
と
く

じ
ょ
う
ひ
ょ
う

ら
こ
う
せ
ん

24

〔

〕
…
陽
明
学
は
、
「
泰
州
と
竜
渓
に
よ
っ
て
天
下
に
盛
行
し
、
ま
た
こ
れ
ら
の
せ
い
で
伝
授

25

が
途
絶
え
た
」
。
王
艮
、
顔
鈞
、
何
心
隠
、
羅
汝
芳
ら
。
誰
で
も
聖
人
に
な
れ
る
、
欲

お
う
ご
ん

が
ん
き
ん

か

し
ん

い
ん

ら

じ
ょ

ほ
う

望
の
肯
定
。
講
学
に
は
下
層
民
衆
も
多
数
参
加
し
て
学
問
を
楽
し
む
。

・
王
守
仁
の
創
出
し
た
良
知
説
が
教
学
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
立
場
を
示
し
た
こ
と
に
よ
り
、
儒
仏
道
の
三
教
の

壁
は
取
り
払
わ
れ
、
〔

〕
の
思
潮
が
明
末
の
思
想
界
を
席
巻
。

26

明
末
の
高
僧
は
、
三
教
の
境
界
を
自
由
に
乗
り
越
え
て
、
儒
教
や
道
教
の
教
え
を
み
ず
か
ら
の
思
想
に
取
り
込
ん
だ
。

・
異
端
の
思
想
家
―
〔

〕

27

良
知
心
学
は
、
自
己
以
外
の
も
の
は
聖
人
や
経
書
で
す
ら
そ
の
権
威
を
す
べ
て
相
対
化
し
た
た
め
、

既
成
の
価
値
観
に
公
然
と
異
議
を
唱
え
る
者
が
現
れ
る
。

◎
〔

〕
（
李
卓
吾
）

28「
童
心
」
の
思
想
（
人
間
が
生
ま
れ
た
当
初
の
純
粋
に
真
な
る
心
）
、
人
間
の
自
然
な
欲
望
を
肯
定
、

『
焚
書
』
『
蔵
書
』
な
ど
で
伝
統
的
な
価
値
基
準
を
根
底
か
ら
く
つ
が
え
す
主
張
、
儒
教
の
権
威
を
否
定
。

交
遊
し
た
思
想
家
と
し
て
、
焦

竑
、
楊
起
元
、
周

汝

登
ら
。

し
ょ
う
こ
う

よ
う
き
げ
ん

し
ゅ
う
じ
ょ
と
う

・
王
守
仁
が
孔
子
廟
に
従
祀
（
薜
瑄
・
陳
献
章
・
胡
居
仁
も
）
。
陽
明
学
は
朝
廷
も
認
め
る
正
学
と
な
る
。

一
方
で
、
〔

東
林
学
派

〕
に
よ
る
「
無
善
無
悪
」
説
批
判
が
起
こ
る
。
顧
憲
成
、
高

攀

竜
ら
。

こ
け
ん
せ
い

こ
う
は
ん
り
ゅ
う

29

明
代
思
想
史
の
最
後
を
飾
る
の
が
、
劉

宗

周
。
「
慎
独
」
（
慎
ん
で
人
欲
を
と
ど
め
る
）
、
「
誠
意
」
説
。

り
ゅ
う
そ
う
し
ゅ
う

・
経
学
に
お
け
る
新
傾
向
…
『
大
学
』
説
の
流
行
、
テ
キ
ス
ト
の
改
訂
。

『
石
経
大
学
』
…
豊
坊
に
よ
る
偽
作
、
明
末
の
多
く
の
学
者
が
だ
ま
さ
れ
る
。

ほ
う
ぼ
う

「
考
証
学
」
に
つ
ら
な
っ
て
ゆ
く
新
た
な
学
風
。

・
「
天
主
教
」
…
イ
タ
リ
ア
人
宣
教
師
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（
利
瑪
竇
）
に
よ
る
布
教
活
動
、
『
天
主
実
義
』
。

り

ま

と

う

「
西
学
」
…
宣
教
師
に
よ
る
西
洋
科
学
の
紹
介
・
伝
授
、
漢
訳
。

「
実
学
」
…
実
際
に
役
に
立
つ
実
用
書
。
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』
、
宋
応
星
『
天
工
開
物
』
、
徐
光
啓
『
農
政
全
書
』
。

り

じ

ち

ん

ほ
ん
ぞ
う
こ
う
も
く

そ
う
お
う
せ
い

じ
ょ
こ
う
け
い

→
〔

「
経
世
致
用
」

〕
（
世
を
お
さ
め
役
に
立
つ
）
の
学
の
萌
芽
。

30


